
（ 印刷用 ※片面の様式用に空白ページを挟んでいます。 ）

【申請者用】

１ 別紙様式１ 大学等入学時奨学金貸与申請書（両面）

(注) 別紙様式１を印刷する前に，学校コードを記入してください。

２ 別紙様式１ 大学等入学時奨学金貸与申請書（記入例）（両面）

３ 令和７年度大学等入学時奨学金に係る申立書（片面）

４ 令和７年度大学等入学時奨学金に係る申立書（記入例）（片面）

５ 令和７年度大学等入学時奨学金申請チェックシート（両面）

※ 申請・学校用

【学校用】

１ 【参考様式】 調査書

２ 令和７年度大学等入学時奨学金申請チェックシート（片面）

※ 奨学金担当者用





生
年
月
日

別紙様式１

大 学 等 入 学 時 奨 学 金 貸 与 申 請 書

１ 地方創生枠 のみ
奨学金申込種別 専願
１～３のいずれか ２ 一 般 枠 のみ
１つに○をする。

併願 ３ 地方創生枠 ・ 一般枠 の２つの枠に併願

１ 大学・短大

２ 専修学校（専門課程）

（注１） 「１ 大学・短大」に○をする場合，下の「進学希望校」の第一希望
進学希望校種 ・第二希望の欄には，専修学校（専門課程）は記入できません。
１・２のいずれか
に○をする。 （注２） 「２ 専修学校（専門課程）」に○をする場合，下の「進学希望校」

の第一希望・第二希望の欄には，大学・短大は記入できません。

（注３） 採用候補となった奨学金の対象校種以外に入学した場合は，採用候
補が取消となります。
（例：「大学・短大」の地方創生枠又は一般枠の採用候補者となった者
が，「専修学校（専門課程）へ入学した場合等）

（注４） 採用候補となった後，国の「高等教育の修学支援新制度」の対象と
なる大学等（通信教育学部除く）以外の大学等に進学した場合は，採
用候補が取消となります。

＊ 別に募集する「大学等奨学金返還支援（人材育成枠）候補者」への応募
返還支援候補者募

集への応募の有無に （ 有 ・ 無 ）
ついて，該当する方
に○をする。 注）地方創生枠の応募者が，「大学等奨学金返還支援候補者」に認定された

場合，地方創生枠では採用されません。（重複採用不可）

学 ※ 全・定・通 学 校
校
名 コ－ド

卒業年月 令和 年 月 ※（ 卒業 ・ 卒業見込） 本人携帯電話 － －

元号 年 月 日
氏 ﾌﾘｶﾞﾅ

平成
名

〒 (ﾌﾘｶﾞﾅ)
保

都 道
護 住 所 市 町 村

府 県
コ－ド

者

携帯電話 － －
住 アパ－ト名

（マンション）

所 部 屋 番 号 固定電話 － －

第 一 希 望 第 二 希 望

進 学
※ 国公立・私立 ※ 国公立・私立

希 望校
学部（群） 科（類） 学部（群） 科（類）

※ 昼 ・ 夜 ※ 昼 ・ 夜

大学等入学から卒業までの正規の修学期間 令和 ７年 ４月から令和 年 ３月まで（ 年間）

注① ※印の箇所は，該当するものを○で囲むこと。
注② 「住所コード」欄は，別添「住所コード一覧」を参照し記入すること。
注③ 「学校名」欄は，“□□高等学校，△△専修学校（専門課程）”など正確に記入すること。

（裏面に続く）

学
科
名



同一生計の家族状況

別居者は番号 本人との続柄 氏 名 備 考
を○で囲む。

1 父

2 母

3 本 人

4

5

6

7

8

9

10

家族の生活状況及び奨学金を必要とする理由

※ 該当する場合はいずれかを○で囲む。

市町村民税課税状況 非 課 税 ・ 減 免

児童養護施設 施設退所 ・ 施設通学

貴財団の奨学生として採用の上，奨学金を貸与してくださるよう申請します。

令和 年 月 日

本 人 氏 名 ㊞
（ 本人自署 ）

保 護 者 住 所
（保護者自署）

氏 名 ㊞

公益財団法人鹿児島県育英財団理事長 殿



生
年
月
日

別紙様式１ 【 記入例 】
大 学 等 入 学 時 奨 学 金 貸 与 申 請 書

１ 地方創生枠 のみ
奨学金申込種別 専願
１～３のいずれか ２ 一 般 枠 のみ
１つに○をする。

併願 ３ 地方創生枠 ・ 一般枠 の２つの枠に併願

１ 大学・短大

２ 専修学校（専門課程）

（注１） 「１ 大学・短大」に○をする場合，下の「進学希望校」の第一希望
進学希望校種 ・第二希望の欄には，専修学校（専門課程）は記入できません。
１・２のいずれか

に○をする。 （注２） 「２ 専修学校（専門課程）」に○をする場合，下の「進学希望校」
の第一希望・第二希望の欄には，大学・短大は記入できません。

（注３） 採用候補となった奨学金の対象校種以外に入学した場合は，採用候
補が取消となります。
（例：「大学・短大」の地方創生枠又は一般枠の採用候補者となった者
が，「専修学校（専門課程）へ入学した場合等）

（注４） 採用候補となった後，国の「高等教育の修学支援新制度」の対象と
なる大学等（通信教育学部除く）以外の大学等に進学した場合は，採
用候補が取消となります。

＊ 別に募集する「大学等奨学金返還支援（人材育成枠）候補者」への応募
返還支援候補者募

集への応募の有無に （ 有 ・ 無 ）
ついて，該当する方
に○をする。 注）地方創生枠の応募者が，「大学等奨学金返還支援候補者」に認定された

場合，地方創生枠では採用されません。（重複採用不可）

学 ※ 全・定・通 学 校
校 × × × × × × 普通 科
名 鹿児島県立□□高等学校 コ－ド

卒業年月 令和 ６ 年 ３月 ※（ 卒業 ・ 卒業見込） 本人携帯電話 ０９０－◇◇◇◇－××××

元号 年 月 日
氏 ﾌﾘｶﾞﾅ ｲｸｴｲ ｼｭﾝﾀ

平成 １ ９ ０ ２ ０ ２
名 育英 春太

保 〒 (ﾌﾘｶﾞﾅ) ｶｺﾞｼﾏｹﾝ ｶｺﾞｼﾏｼ ○○ﾁｮｳ
８ ９ ０ × × × ×

護 都 道
住 所 鹿児島 鹿児島 市 町 村 ○○町 ◇－△

４ ６ ０ ０ ０ 府 県
者 コ－ド

住 携帯電話 ０９０ －□□□□－△△△△
アパ－ト名
（マンション）

コーポ育英３０１室
所 部 屋 番 号 固定電話 ０９９ － ◇◇◇ －○○○○

第 一 希 望 第 二 希 望

進 学
◇◇大学 ※ 国公立・私立 ○○大学 ※ 国公立・私立

希 望校
法 学部（群）法政策学 科（類） 法文 学部（群） 法学 科（類）

※ 昼 ・ 夜 ※ 昼 ・ 夜

大学等入学から卒業までの正規の修学期間 令和 ７年 ４月から令和 11年 ３月まで（ ４ 年間）

注① ※印の箇所は，該当するものを○で囲むこと。
注② 「住所コード」欄は，別添「住所コード一覧」を参照し記入すること。
注③ 「学校名」欄は，“□□高等学校，△△専修学校（専門課程）”など正確に記入すること。（裏面に続く）

学
科
名

住所コード一覧から転記

希望する奨学金種別の番号を○で囲む

学校が記入

進学を希望する校種の番号を○で囲む

大学等奨学金返還支援に応募している場合は，
有を○で囲む



同一生計の家族状況

別居者は番号 本人との続柄 氏 名 備 考
を○で囲む。

1 父 育英 秋男

2 母 育英 春子

3 本 人 育英 春太

4 姉 育英 夏子

5 弟 育英 春彦

6 祖母 育英 フユ

7

8

9

10

家族の生活状況及び奨学金を必要とする理由

※ 該当する場合はいずれかを○で囲む。

市町村民税課税状況 非 課 税 ・ 減 免

児童養護施設 施設退所 ・ 施設通学

貴財団の奨学生として採用の上，奨学金を貸与してくださるよう申請します。

令和 ６ 年 ７ 月 ○ 日

本 人 氏 名 育英 春太 ㊞
（ 本人自署 ）

保 護 者 住 所 鹿児島市○○町◇－△ 育英コーポ３０１号室
（保護者自署）

氏 名 育英 秋男 ㊞

公益財団法人鹿児島県育英財団理事長 殿

本人の署名・押印

各自自署のうえ、本人印と保護者印は，異なる印
を押印のこと
また，印鑑はシャチハタ等（金融機関等で取扱い
できない印）は不可

兄姉等で，同居をしているが生計を別にしている者は，記入不要

保護者の署名・押印

記入した日
を書く ※各自で必ず記入すること



 

令和７年度大学等入学時奨学金に係る申立書 

          令和    年    月    日 

高等学校等名            高校 

申請者（生徒）氏名  

申立対象者（生計維持者）  

   
 

令和６年度（令和５年分）市町村民税所得額課税額証明書等の内容について，発行元の
市町村役場に以下のとおり確認したことを申し立てます。 
    なお，虚偽の申告をしたことが判明した場合，採用等を取り消されても異議はありません。 
 

ふるさと納税及び住宅借入金

等特別控除の有無 
（いずれかに○をする。） 

有   ・   無 

 
有の場合      ￬ 

ふるさと納税及び住宅借入金

等特別控除前の市町村民税

の所得割の金額 
                円 

  
 
 

申立者（生計維持者）氏名                   ㊞ 

 

 ※ 自署                      ※ 認め印で可 





【 記入例 】 

令和７年度大学等入学時奨学金に係る申立書 

          令和 ６ 年 ７ 月 ○ 日 

高等学校等名 □□高校 

申請者（生徒）氏名 育英 春太 

申立対象者（生計維持者） 育英 秋男 

   
 

令和６年度（令和５年分）市町村民税所得額課税額証明書等の内容について，発行元の
市町村役場に以下のとおり確認したことを申し立てます。 
    なお，虚偽の申告をしたことが判明した場合，採用等を取り消されても異議はありません。 
 

ふるさと納税及び住宅借入金

等特別控除の有無 
（いずれかに○をする。） 

有   ・   無 

 
有の場合      ￬ 

ふるさと納税及び住宅借入金

等特別控除前の市町村民税

の所得割の金額 

   ５ ８ ，１ ０ ０ 円 

  
 
 

申立者（生計維持者）氏名    育英 秋男         ㊞ 

 

 ※ 自署                      ※ 認め印で可 

育
英 

※　生計維持者が２人の場合は，それぞれ提出が必要

市町村役場に確認の上，
記入

申立者の署名・押印





チェック欄に○印又はレ点を，該当しない項目には斜線を記入し，学校へ提出してください。

申請者
チェック

学校
チェック

⇒裏面に続く。

　別居者は，番号を○で囲んでいますか。
　※　別居者とは，単身赴任，兄弟姉妹が自宅外通学をしている場合などです。

　「家族の生活状況及び奨学金を必要とする理由」欄は記入してありますか。

　署名欄の日付は記入してありますか。

　本人と保護者の署名は，それぞれ各自で記入していますか。
　※　筆跡が同じと判断した場合は，申請は認められません。

　本人と保護者の印は，それぞれ各自で別の印を押印していますか。
  ※　同一の印鑑やシャチハタ印等(金融機関等で取り扱いできない印)での申請は認めら
　　れません。

　本人又は保護者の記載内容に誤りがあった場合は，誤った部分を二本線で消して，本人
又は保護者各自の印（申請書に使用した印）を押し，余白に正しい事項を記入してありま
すか。
　※　修正液等は使用しないでください。

　記入にあたって, 黒か紺のボールペンで書いていますか。
　※　鉛筆や消せるボールペン（フリクション等）は使用不可です。

大
　
学
　
等
　
入
　
学
　
時
　
奨
　
学
　
金
　
貸
　
与
　
申
　
請
　
書

  　「奨学金申込種別」欄は，希望する種別の番号を○で囲んでいますか。　　　　

　「進学希望校種」欄は，希望する校種の番号を○で囲んでいますか。

　別に募集する「大学等奨学金返還支援候補者」への応募の有無について，該当する方を
○で囲んでいますか。

　「卒業年月」欄の（卒業・卒業見込）について，該当する方を○で囲んでいますか。

　「進学希望校」欄は，正しく記入してありますか。
　　※　国公立・私立の別，昼・夜の別については，該当する方を○で囲んでいますか。

　「大学等入学から卒業までの正規の修学期間」欄は正しく記入してありますか。

同
一
生
計
の

｢

家
族
状
況

｣

欄

　同一生計の家族を記入してありますか。
　※　同一生計の家族とは，同居・別居を問わず本人と生計を一にする家族です。

【申請用】

令和７年度大学等入学時奨学金申請チェックシート（１/２）

チ　　　ェ　　　ッ　　　ク　　　項　　　目

確
　
認
　
事
　
項

　奨学金の貸与後は，奨学生本人及び連帯保証人に返還の義務があります。
　返還開始後は，どのように奨学金を返還していくのか，家族等の関係者間で話し合いま
したか。

　過去に，大学等入学時奨学金奨学生として採用されていませんか。
　（採用されたことがある者は，申請できません。ただし，採用候補者となった後，辞退
　　した者は，申請可能。）

【地方創生枠】
　　鹿児島県等が実施する，返還免除の制度が設けられている修学資金等を受けていませ
　んか。（当該修学資金等との重複貸与はできません。）

学校名 申請者氏名



申請者
チェック

学校
チェック

※注意※
　申請書類に不備がある場合は，受け付けできませんので，提出する
前に必ず確認してください。

申
立
書

　父母等の令和７年度大学等入学時奨学金に係る申立書がありますか。
　※　所得が０円でも，必ず父母等それぞれの提出が必要です。

　父母等の令和７年度大学等入学時奨学金に係る申立書は，ふるさと納税及び住宅借入金
等（住宅ローン）特別控除の有無について市町村役場に確認した上で，自署・押印してい
ますか。

調
査
書

　別に募集する「大学等奨学金返還支援候補者」にも応募する場合，それぞれに原本を添
付してありますか。

　日付等の記入漏れはありませんか。

　学校長の証明印が押印してありますか。

令和７年度大学等入学時奨学金申請チェックシート（２/２）

チ　　　ェ　　　ッ　　　ク　　　項　　　目

所
得
額
課
税
額
証
明
書

　本人及び父母等の令和６年度所得額課税額証明書（原本）【市町村役場発行】がありま
すか。
　※　令和６年度（令和５年分のもの）で，所得額と，市町村民税・県民税の額がわかる
　　 証明書の提出が必要です。

　所得額課税額証明書（原本）は，本人及び父母等各自で個別の証明書を取得しています
か。
　※　連名の証明書１通での提出は不可です。
　※　所得が０円でも，必ず本人及び父母等各１通ずつの提出が必要です。



【　参考様式　】

現
住
所

教科 教科

教科 国語
地理
歴史

公民 数学 理科
保健
体育

芸術
外国
語

家庭 情報

学習成績
の状況

教科

学習成績
の状況

※　全体の学習成績の状況は，全履修教科・科目５段階評定の平均値を記入してください。
※　記入していただいた情報は，奨学金以外の目的には利用されません。
※　各項目を満たしていれば学校任意の様式でも構いません。

  調    査    書  

申
請
者

フリガナ

生年月日 平成　　　　　年　　　　　月　　　　日生
氏名

第
３
学
年

申
請
者

略
歴

平成　・ 令和　　　年　　　月　　 日　　　　           立　　　         　　　　　高等学校入学

　　　　　 令和　　　年　　　月　 　日　　　　      　　 立　　　　      　     　　高等学校  卒業見込   ・  卒業 

各教科・科目等の学習の記録

教    科     ・     科    目
評定

教科・科目
評定

第
１
学
年

第
４
学
年

科目 科目

第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

第
１
学
年

第
２
学
年

各教科の
学習成績
の状況

全体の
学習成績の状況

　
　この調査書の記載事項に誤りがないことを証明する。

　　　　　令和　　年　　月　　日

　　学校名

　　所在地

　　校長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載責任者職氏名





学校名 担当者氏名

担当者
チェック

申
請
書
類

申
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シ
ス
テ
ム

　　※注意※
　　　申請書類に不備がある場合は受け付けできませんので，提出する前に
　　必ず確認してください。

　申請者からの書類は，全て不備なく揃っていますか。

　令和７年度大学等入学時奨学金申請システムで申請データを作成し，育英財団宛てに
エクセルデータをメールで送信していますか。

貸
与
推
薦
者

総
括
票

　大学等入学時奨学金申請システムから出力していますか。

　学校長の証明印は押印してありますか。

貸
与
推
薦
者
一
覧

　大学等入学時奨学金申請システムから出力していますか。

　一覧の内容が，申請内容と一致していますか。
 （申請している枠，評定の学年順位が一致しているか等）
　※　評定の学年順位は，直近の評価時点における評点の学年順位

　日付や電話番号等の記入漏れはありませんか。

　一覧は枠ごとに出力されますが，それぞれ学校長の証明印が押印されていますか。
　※　地方創生枠・一般枠の２つの枠に申請がある場合，１枚目にしか 印 は印字され
　　ませんが，必ず２枚目も押印してください。

【奨学金担当者用】

令和７年度大学等入学時奨学金申請チェックシート（１/１）

　申請者全員分の申請書類（添付書類を含む），調査書の内容を確認し，申請データを作成の上，下記の項
目について確認してください。

　該当項目に○印又はレ点を，該当しない項目には斜線を記入し，申請書類と一緒に育英財団へ提出してく
ださい。

チ　　　ェ　　　ッ　　　ク　　　項　　　　目




